
 

鹿児島県公立高校入試徹底分析【社会】 
 
【形式・難易度】 
試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 

大問３題。地理・歴史・公民の分野ごとに大問各１題ずつ。各分野，ほぼ均等配点。 

2023年，問題量が６ページ分から10ページ分へと大幅に増加した。 

2024年，2015年から出題されていた思考型の論述問題（中問Ⅲ）がなくなったが，論述 

問題は例年通り出題されている。 

大問１　地理分野（31点）：　Ⅰ　世界地理（16点）　　Ⅱ　日本地理（15点） 

大問２　歴史分野（31点）：　Ⅰ　古代～近世（15点）　Ⅱ　近代～現代（16点） 

大問３　公民分野（28点）：　Ⅰ　政治分野（14点）　　Ⅱ　経済分野（14点） 
 

 令和７年度(2025)  令和６年度(2024)  令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  令和３年度(2021)  

問題量（A４で） 10ページ分 10ページ分 10ページ分 ６ページ分 ６ページ分 
小問数 41問 41問 40問 43問 40問 
論述問題の数 10問 12問 11問 ９問 10問 
論述問題配点 29点 32点 34点 21点 26点 
受験者平均点 50.6点 49.4点 51.5点 53.1点 51.2点 
 
【出題の傾向と対策】 
①  各分野，基本的な問題が多数出題される。社会の語句は，内容まで理解しておくとよい。 

 
 
②  論述問題では，図・写真などの資料を参考に，それらを活用する思考型論述問題が出題される。問題文 
　  をしっかり読み取り，論理的に考え，条件をもとに解答する練習が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
③ 歴史分野は，並べ替えの問題や時代判別問題がほぼ毎年出題される。年号やできごとの順をしっかり覚えてお
くとともに，時代ごとに内容を整理して覚えておくとよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 公民分野は，資料問題が多く出題されるので，資料を活用して考察する力が必要になる。特に知識を活用 
　する内容が多い傾向があるので，整理して理解しておくとよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
➄ 論述問題は，例年，指定語句・字数指定・穴埋め形式があるので，一つ一つ確認して論述すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


